








































つの意味を持つ言葉が派生した。それは politikos, politikê, politeia2）である。特に警察と日本で明治に訳されることとなるの
は politeiaから派生する policeである。「都市の規則」、「都市の行政」という意味に派生していき、ラテン語で politiaになっ

















2） Georges Carrot, Histoire de la police, Tallandier, Paris, 1992, pp.15-16. この 3つの派生語の内、politikosはその後、ラテン語の politicusとな
り、「都市の問題に関係する者」、「都市の問題を扱う者」を意味し、その後フランスでは「政治家」（homme politique） を意味するように
なる。次に「都市の政」を意味するギリシャ語 politikêは、その後、ラテン語では politiceとなり、「都市統治の仕方」、「国家政府の科学」








































7） Jerome Skolnick, Justice without Trial, Jhon ＆Wiley Sons, Inc.1966, James Q.Wilson, Varieties of Police Behavior, Harvard university Press, 
1968, David H.Bayley, Forces of Order: Police behavior in Japan and the United States University of California Press, 1976.  英国における警察学
の紹介についての参照は、警察政策センター「日英警察学フォーラム～社会安全政策の現在と未来の概要」『警察学論集』第 56巻 6号
（2003年）1-28頁。
8） 渡辺忠威「警察学について」、『警察学論集』第 30巻 2号（1977年）133-148頁。また、参照として宮崎清文「警察学事始」『警察学論
集』第 25巻 12号（1972年）92-106頁。




































































10） 1970年 6月 8日付幾つかの新しい形態の犯罪を鎮圧する事を定める法律、1970年 7月 15日付航空機のハイジャックに関する法律、
1981年 2月 2日付治安の強化と人の自由のための法律。その他、経済࣭金融犯、環境に対する犯罪、情報技術࣭通信における犯罪など
に対する罰則化が進んだ。Jacques Leroy, Droit pénal général, 4ème édition, L.G.D.J, p.41.
11） 治安公共政策とは「正統な政治機関により取られた手段と決定のあるまとまった総体が、社会統制機能持つ治安機関、あるいはその
他のパートナーである公的࣭私的機関と共に、犯罪現象によって引き起こされる様々な形態の治安不安への効果的対応を対象としてい
る」と定義される。François Dieu, Politiques publiques de sécurité, L’Harmattan,1999.pp.5-32.
12） Jean-Louis Loubet del Bayle, La police approche socio-politique, Montchrestien, 1992, Police et politique une approche sociologique, L’Harmattan, 
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